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京 都 大 学 - の 調 査 項 目
且 , 実 施 プ ロ セ ス に つ い て
(且) こ の プ ロ グ ラ ム は ､ 選 定 後 ､ ど の 程 度 全 学 規 模 に ま で 拡 大 し てきたのでしょうか｡(全学レ
ベ ル で の 組 織 化 率 ､ そ し て 全 学 レ ベ ル で 機 能 し て い る 度 合 い を具体的に示してください｡)
(2) 選 定 後 ､ ｢ロ - カ リ ズ ム と ユ ニ バ ー サ リ ズ ム の 統 合 ｣ - 向 け ての全学-の波及状況を具体的
に 示 し て く だ さ い ｡ ま た ､ 統 合 化 率 は ど の 程 度 で し ょ う か ｡ この場合､どのロ-カリズム
(学 部 ) が ユ ニ バ ー サ ル 化 さ れ ､ ど の よ う に し て そ の 学 部 の肝EB様式を受け入れるよう他
学 部 の 説 得 を 行 っ た の で し ょ う か ｡
(3 ) p 7 に あ る ｢実 践 的 課 題 に 応 え る 汎 用 性 の 高 い 実 践 モ デ ル ｣はいくつ完成 し､そのいくつ
が 全 学 レ ベ ル で 実 施 (稼 動 ) し て い る の で し ょ う か ｡ 他 大 学の参考となる第 II期型Fm
実 施 の 典 型 例 は い く つ完了 し た の で し ょ う か ｡ そ れ は 国 立大学を前提としたものでしょう
か ､ そ れ と も 私 立 大 学にも参考となる よ う な 前 提 を 持 っ 性 格でしょうか｡
2 , 組 織 性 に つ い て I
(且 ) 高 等 教 育 研 究 開 発 推進センターは何名の専任教職員で構成されているのでしょうかO
(2 ) 取 組 - の 教 職 員 の 参加状況は､選定後変化がありますか｡
(3 ) 現 在 の 学 内 の 支 援体制はどのようになっていますか｡
3 ｡ 有 効 性 に つ い て
(且 ) 選 定 後 の 学 生 と 教員の主体的参加 (学問教育共同体)の達成率を示してください｡
(2 ) 相 互 研 修 型 F mによる授業改善の成果を具体的に挙げてください｡
(3 ) 選 定 後 の 工 学 部における遠隔授業､公開授業､授業評価によるカリキュラム改革の進展状
況 と 工 学 部 教員集団のFD共同体-の組織化について示してくだきい｡
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曙 6;P ⑳ 遂 行 を 通 』 竃 も 史 診 察 - 肉 鈎 組 織 的 協 調
が 生 み 出 さ れ 竃 き た o
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学部臣臥 院生研修も東学教育研究 冒 オ - ラ 息 旬
全学臣B研究検討委員会旬間西 地 区 匡B連 絡 協
議会∴本学教育ネ･ご井J岳`プ--や (?:?,r立 ち 上 itl.fSな .I,i:三､,
す菅に述戎竃きたず鵡竃 ⑳ 仕 事 が %実 現 爾 能
となL.I,7;-:.i_.
(副 題 削 岩適 露 豊 艶 '-a.:b 単 内 軸 庁;:藍 幽 遠 萄 な 蔚 宙 が
あ あB蓉 u?_i･監 無色(飽 東 学 く7%b覇 広 報 ､ 鞘 鯵 串 だ ) ｡ 尊 氏 ゝ
鱒 沢 恵 艶 監 t:I.?}藍 を 顛 句 帝 唾 的 ぎ三三開 音ユタ寮 5._4監 癖 ｡
国 す 竃 に 指 摘 した よ うに ､印 刷 物 もネ ッ トも集 会 な ど あ ら
ゆ る 手 段 を 涌 い て .本 GPに つ い て 忘 報 を す す 打 1圭キ
た ｡
囲 12屑 に 限 っ 竃 も ､6;Pに 関 す る 講 演 低 級 (茨 城 東 学 王
学 部 / 6日 )もGPに 関 す る 調 査 団 ◎ 来 訪 (文 部 科 学
省 委 託 研 究 ｢先 導 的 東 学 改 革 推 進 委 託 事 業 ｣調 査 団
/ 皇5日 )な 蜜 が あ る .
圏 ≡ う』で もこれ も す で に 幾 度 も 指 摘 した よ うに ､本 GPに
よ っ 竃 も学 内 も関 西 地 域 ､全 国 ⑳ 臣D理 解 と実 践 的 組





























臣覚的に毎己認識を獲得し自覚的な集団を形成しなければ な い ｡しかもその際､
このような意味でのローカリズ串を越えて､大学教育一 般に共通するグローバル
な教育目的の達成 が ､ たとえば一般教育ないし教養教育といった形で追求される





















仕方で自分たち自身を自発的に自己組織する､和 の い わ ば ｢垂直的深化｣の次元
がある｡この二つの次元によって大学自己開発の ダ イ ナ ミ ッ クスが生成されるの
である｡このFDの組織化 ⑳制度化理念は､どのよ う な 困 難 に 直 面 し㌔どの経度現
実化されているのだろうめ㌔本研究委員会は､我 が 国 の 和 組 織 化 の 実 態 を統計的
事例的に検討することによって､｢水平的拡大と垂 直 的 深 化 ｣ と い う組 織 化 ⑳制度
化の新たな理念の下においてもbFDの新たなモデ ル を 提 案 し た い .
6｡研究経費
90万円 (30万円×3年)
7◎研究成果の公表方法
3年の期間中の大学教育学会大会､課題研究集会を､研究成果の公開と討論の機会
としてプルに活周するとともに､単独の研究集会牽具体的な公開和 プロジェクトを
も展開する予定である｡
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